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港町銚子における河岸の利用形態と商業活動 : 飯
沼地区を事例として
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たという家が 2IlFFMf~認で、きる 3G) 。それが旧中屋
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W，~j主の侍んな IIr]"であったと言われている o 1林家
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第 7 図神宅fF恐22317ニ分布(明治 9~昭和 7 年)
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第 8図 昭和10年前後の和田船溜周辺における商工業者の分布


















































































































根ITIi哲!万， IJ杭liliWil百， }長忠lT:h哲j苫の 3j!FFが倣:認
できる。このほかに，昭和]5年の「銚子商工案内』
では房州機古が河船運送業に名前を，1:¥しているO


















年月日 輸送品目 扱 iJr輸送料(円)
1日平118.2.20挽材 160枚 !司棋 41. 19 
反Jι
I杭 2 5021 
5.14 石炭・ 2きj低 辰忠
5.20 木材330ヶ 同根 21. 53 
5.29 ヒゲタ空き瓶330 l珂根 9. • 
ヤマサイ'~í炭201邑 反jど、
6.20 ?11+lj2426本・材木5901聞 辰!ど、 64. 34 
ヒゲタfl1-400・j恒30 間十1~ 10. 50 
ヒゲタ+li90側・瓶70本 |向 ~1~ 23. 90 







































































(1717) (1788) (1895) (1925) (1930) 
本鏡子軒 f坂沼村 3 3 2 l 
新生村 O 2 
1 
銚子I!J荒野村 5 3 1 
(荒野)















i宮J干Ijli'1・ 高千iド村 O O O 





















































売のみをいた」すことを I~:Iし 11.:l ~1 ており，翌々年 3




































































来1i-jf:奈はり:J~台 3 年 (]870) 正月， EI:!J I/lの!日]仁18





















次に，石 i二 ii当造 J;~~の経営の特徴を考察したし )0














いる。第 9 ・ 101~J はそれぞれ明治27 ・ 37年
0894・]904) の石 i二家の ií~q:ì主j坊を示したものであ
る。嘉永 7il三「絵 [~IJ に見える船倉屋IiM{兵衛の屋
敷地は 6iI仇余と見られるが明治27年(]894) rìi~ 
造営業ード書-J に見えるおi-J{主所有の不動産としての
宅地は， 249喬l也の 9i玖2]歩， 248番地の 1iI玖7
歩， 247番地の 2iI仇5歩の計 l反 3iI瓜3歩であ
るO 酒造開始後Hnもないl明治 5年(1872)には船倉
屋屋敷裏手の宮原菩s)Jより 2畝20歩余の純延びを












































































































小川戸 1 10.800 1 111.900 
小山田文之助|香取{i!5小児JlI町 I4.4∞ I 42.700 
吉田清左衛門i香取郡ネ1州内山 I12.800 I 125.800 
宇井兵作|香取郡神代村和田 I90.150 I 881.250 
柴田光造|番取郡万歳村万才 I87.540 I 857.740 
(石上藤太家文芸撃酒造用原料品受払i援」より作成)
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以上，港JiU銚子におけるif;ij~; の手IJ Jfm~!i~ と|在j業
活動について，飯沼地[Xを事例として考察してき
た。


































新Jf長は，慶応元年以降， (聞の利得に着 IIJ~ して酒造
業を開始するに至った。その特徴は， イ本メ銚子子，1問川!りlを








心とした IU~ られた地域を i羽|習とする商業経営にそ
の!j守微を見ることができる O また明治30年代~





























本1'，:;jの1tJ&にあたり， ~ ~i)二 Ji~i 木氏と話I! 添加j をはじ
め，抑 )1:政治1'¥:，i1fU!ト也1，:氏， *J!I; 栄悦;l'¥:，J党奈
川氏，境 1持liJ氏，*It) 1/1 之l'¥:，1'. iHti 太郎氏，今
w.辿彦氏， (-i ;jt 1!t~F， j!l~i 氏， il波 )'i数太rm氏，前日1]二
ザrJ.[¥:， 辻U'fL'l治氏， 1 rjl!京消11.';，1一111呉服18，千判1にq
斗立寺守向}Iiι!
iバ惚f古旬令lリザ1:.1.-.1川lりj救f背f委i民1会， 千九Lりil地方法務同銚rn'l政ji'の
Wi'般には資本|の|羽覧・彼製の i~Il WrliT ，ならびに柄々
のfJI教がをいただきましたc 銚T"lIJ文化財苦手議会委
員氷洋ti.!H針先1)には，間資の全般にわたり -プjなら
ぬ i~IJ 協力をいただきました。 また， 1996. 97年)皮皇主:の
j版が於、史j地也JIjリ担i日!よ守ザ学T主f王:'j実'=1子刊?刊lに|問際Z緊Tして 第 "学1
久ヲ美i~j子?乙 蓉;泊日i絞改 i子仁¥， Lil川|日山l日11肌H砂沙人， 1111:l 1~!ß.: lijJ， '七サ一+:有都|目)'[
久， I ~附♂ゴ主河I~可:司li行~J:II別q引j1川立忠，':， 1:ド'，1応品 -の各L氏に(はま' 澗f光fに御!協窃力
し、ただきました。記してお札1¥1し上げます。なお，
本文の執筆は]・ H・V. VIをL1li'r，11. IVを山トー
が分社iしました O
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